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基準４ 学生の受け入れ 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入

学者選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる）

の基本方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，

学校の教職員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表され

ているか。 

（観点に係わる状況） 

 木更津高専におけるアドミッション・ポリシーは準学士課程と専攻科課程ごとに明文化されており，

将来の学生に対する周知を目的とし，「入学者募集要項」（資料４－１－①－１）と「専攻科学生募

集要項」（資料４－１－①－２）に記載されている。また，本校のホームページにも掲載されており，

学内外に公開されている（資料４－１－①－３），（資料４－１－①－４）。４学年編入学について

も平成 19年度の「編入学者募集要項」から準学士課程のアドミッション・ポリシーを記載すること

が決まっている。この他，千葉県内の中学校訪問（資料４－１－①－５），各地区で開催される学校

説明会（資料４－１－①－６）において，冊子「進学志望の手引」や「入学者選抜に関する資料」を

配布して，説明を行っている（資料４－１－①－７）。 

 本校の教員と技術職員に対してアドミッション・ポリシーの認知の度合いを測るため，アンケート

を行った（資料４－１－①－８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－１－①－１ 

準学士課程のアドミッション・ポリシー（募集要項） 

 

（出典 平成18年度 入学者募集要項） 
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資料４－１－①－３ 

準学士課程のアドミッション・ポリシー（本校ウェブページ） 

 

（出典 http://www.kisarazu.ac.jp/boshu/info.html） 

資料４－１－①－２ 

専攻科課程のアドミッション・ポリシー（募集要項） 

 

（出典 平成18年度 専攻科学生募集要項） 
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資料４－１－①－４ 

専攻科課程のアドミッション・ポリシー（本校ウェブページ） 

 

（出典 http://www.kisarazu.ac.jp/boshu/senko.html） 
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資料４－１－①－５（１／２） 

中学校訪問実施計画書 
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資料４－１－①－５（２／２） 

 

（出典 学生課資料） 
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資料４－１－①－６ 

学校説明会報告書 

 

（出典 学生課資料） 
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資料４－１－①－７ 

「進学志望の手引」や「入学者選抜に関する資料」 

 

 
（出典 学生課資料,現地閲覧資料４，５） 
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資料４－１－①－８ 

アドミッション・ポリシーの周知を測るアンケート 

 

教員 

設問（選択肢） 回答欄 

準学士課程のアドミッション・ポリシーを理解していますか． 

1 十分理解している     2 ほぼ理解している 

3 少し理解している        4 ほとんど理解していない 

 

専攻科のアドミッション・ポリシーを理解していますか． 

1 十分理解している     2 ほぼ理解している 

3 少し理解している     4 ほとんど理解していない 

 

 

設問 1 2 3 4 

準学士課程のアドミッション・ポリシーを理解していますか． 
26 29 14 2 

専攻科のアドミッション・ポリシーを理解していますか． 
24 34 11 2 

(計71名) 

 

 

技術職員 

設問（選択肢） 回答欄 

準学士課程のアドミッション・ポリシーを知っていますか． 

1 よく知っている    2 だいたい知っている 

3 あまり知らない      4 全く知らない 

 

専攻科のアドミッション・ポリシーを知っていますか． 

1 よく知っている    2 だいたい知っている 

3 あまり知らない      4 全く知らない 

 

 

設問 1 2 3 4 

準学士課程のアドミッション・ポリシーを知っていますか． 
14 4 1 0 

専攻科のアドミッション・ポリシーを知っていますか． 
13 5 1 0 

（計19名） 

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程と専攻科課程ごとにアドミッション・ポリシーが明文化されており，募集要項とウェブ

ページにより学内外に公開されている。４学年編入に関しても平成 19年度の募集要項から準学士課

程のアドミッション・ポリシーが記載されることが決まっている。また，準学士課程のアドミッショ

ン・ポリシーは難しい表現を使うのを避け，中学生にも理解しやすい内容になっている。他にも千葉

県内の中学校への訪問，各地区で開催する学校説明会によってアドミッション・ポリシーの周知に努

めている。 

 教員に対するアンケート結果は回答者数 71名に対して準学士課程のアドミッション・ポリシーを

十分若しくははほぼ理解していると回答した者が 55名（77％），専攻科課程のアドミッション・ポ

リシーに関しては 58名（82％），多数の教員が認知しているといった結果が得られた。技術職員に

対するアンケート結果は回答者数 19名に対して準学士課程のアドミッション・ポリシーをよく知っ

ているもしくは，だいたい知っていると回答した者が 18名（95％），専攻科課程のアドミッション

・ポリシーに関しても 18名（95％），ほとんどの技術職員が認知しているといった結果が得られた。 

 

 

観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されてお

り，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係わる状況）  

 準学士課程の入学者選抜の方針はアドミッション・ポリシーに沿って各学科での勉学に支障のない

学力，目的意識と学習意欲を備えた人物を選抜する方針であり，資料４－２－①－1に示す選抜基準

に基づいて行われている。「推薦入学者選抜」は学力試験を免除し，調査書における内申点のうち主

要５教科（国・社・数・理・英）の配点を２倍にする傾斜配点によって学力を判断すると共に調査書

及び推薦書記載事項に対する質問事項を含む面接並びに作文の評価よって適性を評価している。「一

般入学者選抜」は主要５教科（国・社・数・理・英）について学力検査を行い，その内の数学，理科，

英語の得点を２倍にする傾斜配点によって理数系科目が得意な人物を選抜している。 

 4学年への編入学者選抜の方針は，高等学校を修了もしくは修了見込みの者に対して本校の各学科

での勉学に支障のない学力と目的意識，意欲を十分備えた人物を選抜する方針であり，資料４－２－

①－２に示す選抜基準に基づいて学力試験並びに面接の結果から選抜している。学力試験においては，

数学，理科，英語及び専門科目について本校の準学士課程３年次までに修得しておくべき内容を考慮

した試験範囲となっている。 

 専攻科課程の入学者選抜はアドミッション・ポリシーに沿って各専攻での勉学に支障のない学力，

目的意識と学習意欲を備えた人物を選抜する方針であり，資料４－２－①－３に示す選抜基準に基づ

いて行われている。「推薦入学者選抜」は目的意識，意欲と共に学力を評価するため，専門科目に関

する口頭試問を含む面接を行っている。「一般入学者選抜」では専門とする技術分野の基礎学力を備

えた人物を選抜するため，専攻ごとに専門に関する試験問題を作成し学力試験を行っている。 
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資料４－２－①－１ 

平成１８年度の入学選抜方法について（準学士課程） 

 
（出典 平成18年度入学者選抜に関する資料 ２頁） 
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資料４－２－①－２ 

４学年への編入の選抜方法 

 

 

学力試験，調査書，面接の結果を総合して選考する。 

 学力試験科目は、数学（基礎）・英語・理科・数学または各専門科目 
 

  

試験科目 試験範囲 

数 学（基礎） 

「数学Ⅰ」・「数学Ⅱ」 

「数学Ａ」（確率を除く） 

「数学Ｂ」のうち，数列，ベクトル（空間におけるベクトルを除く） 

英  語 「英語Ⅰ」および「英語Ⅱ」 

理  科 「物理Ⅰ」・「化学Ⅰ」・「物理Ⅱ」と「化学Ⅱ」のいずれかを選択 

選択科目  

数  学 

「数学Ⅲ」（積分法を除く） 

「数学Ｂ」のうち，ベクトル 

「数学Ｃ」のうち，行列とその応用 

機械工学科 
(1)機械に働く力と仕事 (2)材料の強さ (3)歯車 (4)鉄鋼材料 

(5)各種の工作法 

電気電子工学科 (1)直流回路 (2)電流と磁気 (3)静電気 (4)交流回路 

電子制御工学科 (1)力学(力とエネルギー) (2)電気と磁気 

情報工学科 
(1)電気回路 (2)論理回路 (3)コンピュータの基本構成 (4)数の表現と処理 

(5)ソフトウェアの基礎知識 (6)プログラミング技法 

環境都市工学科 (1)土木構造物と力 (2)静定構造の計算 (3)静水及び流水の性質 

  
 

（出典 http://www.kisarazu.ac.jp/boshu/hennyu.html） 
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 資料４－２－①－３ 

平成１８年度の入学選抜方法について（専攻科課程） 

推薦選抜 

 

学力選抜 

 

（出典 平成１８年度専攻科学生募集要項） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程，４学年編入学，専攻科課程の各段階の選抜において，アドミッション・ポリシーに基

づいた選抜方法が採用されている。 

 

観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどう

かを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

（観点に係わる状況）  

本校における入学者選抜に関連する事項は，教務主事，教務主事補及び各学科・学系の代表者によ

って構成される入試委員会によって検討されている。アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入

が実際に行われているかという点についても検証がなされている。平成 17年度の第６回入試委員会

では特定科目（特に数学）の低得点入学者の入学後の成績等の追跡調査の報告があり、選抜方法の検

討が行われた。（資料４－２－②－１）。 

アドミッション・ポリシーに沿った学生が入学しているかを測るため，平成 18年度の新入生に対

して資料４－２－②－２に示す内容のアンケートを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４－２－②－１ 

平成17年度入試委員会議事要旨（第６回）からの抜粋 

 

（出典 学生課資料） 
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資料４－２－②－２ 

アドミッション・ポリシーの認知度を測るアンケート（平成18年度新入生対象） 

 

設問（選択肢） 

本校では数学と理科が得意な学生を入学させていることを知っていますか． 

1 よく知っている      2 知っている  

3 あまり知らない      4 全く知らない 

中学生のとき理数系科目が得意でしたか． 

1 得意だった        2 わりと得意だった 

3 普通だった       4 苦手だった 

何かものを作ることが好きですか． 

1 とても好きだ      2 わりと好きだ 

3 あまり好きでない      4 嫌いだ 

  

設問 1 2 3 4 5 

本校では数学と理科が得意な学生を入学させてい

ることを知っていますか． 68 110 26 2 0 

中学生のとき理数系科目が得意でしたか． 
85 92 22 7 0 

何かものを作ることが好きですか． 
100 94 11 1 0 

（計206名） 

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかという点については，入試

委員会で追跡調査を行う等、選抜方法の検討がなされている。また，「アドミッション・ポリシーに

沿った学生が入学したか」を測るために行ったアンケートの結果を見ると，８割以上の学生は理数系

の科目が得意でものづくりに興味があると回答している。これらのことからも，アドミッション・ポ

リシーに沿った学生の受入ができたと考える。 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になって

いないか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，

入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係わる状況）  

平成 17年度の準学士課程の入学者数は定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

い（資料４－３－①－１）。専攻科課程では募集定員20名に対して入学合格者数33名であり，実入

学者数が募集定員の1.65倍となっているが，教職員数に比べて入学定員が20名と少ないため，教育

・研究に支障はでていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 平成 17年度の準学士課程の募集定員 200名に対して志願者数が 337名であった。最終的に入学者

数は211名であり，適正な人数である。専攻科課程は，募集定員20名に対して志願者数が43名であ

り，最終的に入学者数が 33名であった。しかし，本校の教職員数に比べて入学定員がもともと少な

いため，教育・研究に支障はない。 

資料４－３－①－１ 

平成17年度入学状況 

 

（出典 2005学校要覧28頁） 
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（２）優れた点及び改善を有する点 

（優れた点） 

 本校のアドミッション・ポリシーが準学士課程と専攻科課程ごとに定められ，募集要項及びウェブ

ページによって広く社会に公表されている。この他にも，積極的に学校説明会及び中学校訪問を実施

し，アドミッション・ポリシーに沿った学生が集まるよう活動している。 

 アドミッション・ポリシーに沿った学生を選抜するために，準学士課程の学力選抜においては，数

学，理科，英語の得点を２倍にする傾斜配点により理数系の得意な学生を選抜している。 

 入学者選抜に関する事項を検討する入試委員会において,入学者選抜が適切に行われているか検討

されており,必要に応じて入試選抜方法の見直しが行われる。 

 

（改善を要する点） 

 特になし 
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（３）基準４の自己評価書の概要 

 

 入学者選抜の基本方針となるアドミッション・ポリシーが準学士課程（４学年編入学を含む）と専

攻科課程ごとに明文化されており，募集要項とウェブページに掲載されている。これにより，本校を

志望する学生を含め，広く社会に公表されている。また，学内でのアドミッション・ポリシーの周知

の度合いを測るアンケートを行い，良好な結果が得られている。 

 準学士課程における入学者の選抜には,推薦入学者選抜,一般入学者選抜及び４学年編入学者選抜が

あり,各選抜方法において適切な選抜基準に基づいて学生の受入が行われている。 

 本校では，入学者選抜に関連する事柄は入試委員会で検討されており，アドミッション・ポリシー

に沿った学生の受入が実際に行われているかといった点についても検証がなされている。この他に，

新入学生に対してアドミッション・ポリシーに沿った学生の受入がなされたかどうかを測るアンケー

トを行った結果，良好な結果が得られている。 

 平成 17年度の準学士課程の実入学者数は定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になってい

ない。専攻科課程では募集定員に対して実入学合格者数が 1.65倍となっているが，教職員数に比べ

て入学定員が少ないため，教育・研究指導に支障はでていない。 

 

 


